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過
日
、
駅
の
階

段
か
ら
落
下
し
て

右
肩
関
節
脱
臼
、

肩
腱
板
断
裂
、
神

経
損
傷
の
怪
我
を

負
っ
た
。
激
し
い

痛
み
を
伴
っ
て
い

た
が
、
何
と
か
職
場
ま
で
た
ど

り
着
き
近
隣
の
整
形
外
科
を
受

診
し
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の

結
果
、
骨
折
は
し
て
い
な
か
っ

た
が
右
肩
関
節
脱
臼
と
の
診
断

で
、
整
復
固
定
を
し
て
も
ら
っ

た
。
経
過
観
察
の
３
週
間
後
、

骨
に
は
異
常
は
な
か
っ
た
が
、

腕
が
持
ち
上
が
ら
な
い
こ
と
か

ら
肩
腱
板
断
裂
の
診
断
を
受
け

た
。
本
来
な
ら
手
術
に
て
腱
板

の
縫
合
が
必
要
と
の
診
断
で
あ

っ
た
が
、
協
会
の
休
業
保
障
に

も
入
っ
て
お
ら
ず
、
手
術
後
の

入
院
や
固
定
、
そ
の
後
の
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
仕
事
の
ブ
ラ
ン
ク
を

考
え
る
と
手
術
に
踏
み
切
れ

ず
、
瘢
痕
治
癒
を
待
つ
こ
と
に

し
た
▼
受
傷
後
一
カ
月
経
過
し

て
も
腕
の
麻
痺
が
続
き
、
腱
板

断
裂
に
よ
り
腕
が
持
ち
上
が
ら

な
か
っ
た
。
生
涯
こ
の
ま
ま
で

は
な
い
か
と
、
非
常
に
不
安
で

鬱
に
な
り
そ
う
で
あ
っ
た
。
丁

度
そ
の
時
期
に
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル

テ
ィ
ナ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
て
い
た
。
中
に
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
に
骨
折
や
靭

帯
損
傷
な
ど
の
重
傷
を
負
い
な

が
ら
必
死
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行

い
、
精
神
力
で
出
場
し
て
い
る

選
手
も
い
た
。「
自
分
は
怪
我

な
ん
か
し
て
い
な
い
」
と
自
分

に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
出
場

し
、
好
成
績
を
獲
得
し
た
選
手

の
姿
を
見
て
、
大
変
勇
気
付
け

ら
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る

▼
病
気
や
怪
我
を
負
っ
た
時
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
メ
ン
タ
ル

面
の
ケ
ア
が
と
て
も
大
切
で
あ

る
こ
と
を
、
改
め
て
身
を
も
っ

て
体
験
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。

（
Ｔ
）

田中麻衣子
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個
人
情
報
保
護
法
改
定
に
反
対

医
療
情
報
部
長
談
話
を
発
表

仕
組
み
を
形
骸
化

恣
意
的
運
用
を
防
げ
ず
リ
ス
ク
増

社
会
保
障
負
担
率
で
引
下
げ
目
標
？

与
党
内
か
ら
異
論  

「
唐
突
」、「
根
拠
不
明
」

財
政
審
建
議
と
維
新
が
提
案

た
。

　

さ
ら
に
今
回
の
改
定
案
は
、

限
定
さ
れ
た
認
定
事
業
者
の
み

が
厳
格
に
デ
ー
タ
を
扱
う
既
存

の
仕
組
み
を
無
意
味
に
す
る
乱

暴
な
内
容
だ
と
指
摘
。
利
便
性

ば
か
り
を
追
求
し
て
リ
ス
ク
対

策
を
怠
れ
ば
、
患
者
の
医
療
機

関
に
対
す
る
不
信
感
を
招
き
、

か
え
っ
て
有
益
な
医
療
デ
ー
タ

の
利
活
用
そ
の
も
の
を
阻
害
す

る
と
し
て
、
一
旦
廃
案
に
し
て

議
論
を
や
り
直
す
べ
き
だ
と
説

い
て
い
る
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
維
新
は
６

月
９
日
に
自
民
と
の
社
会
保
障

制
度
改
革
の
協
議
体
で
、
７５
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
の
医
療
費

に
つ
い
て
、
窓
口
負
担
を
原
則

３
割
に
す
る
と
と
も
に
、
現
役

世
代
の
支
援
金
（
負
担
）を
減
ら

す
た
め
に
公
費
を
投
入
す
べ
き

と
主
張
。
低
所
得
者
へ
の
配
慮

や
１
・
５
割
、２
・
５
割
と
い
っ

た
段
階
的
負
担
割
合
な
ど
、
自

民
か
ら
は
慎
重
論
が
出
た
。

　

ま
た
、
１８
日
に
は
「
社
会
保

障
負
担
率
」
と
「
医
療
給
付
費

の
在
り
方
を
十
分
に
議
論
し
な

い
ま
ま
制
度
を
縛
る
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
」
と
指
摘
し
た
。

　

高
市
首
相
の
お
膝
元
・
奈
良

県
医
師
会
は
６
月
１８
日
の
定
例

会
見
で
、
い
わ
ゆ
る
「
医
療
版

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
は

「『
総
額
管
理
型
』
の
発
想
だ
」

と
批
判
し
た
。

　

な
お
、「
春
の
建
議
」は
例
年
、

５
月
下
旬
に
取
り
ま
と
め
る
。

今
回
１
カ
月
遅
れ
と
な
っ
た
背

景
に
は
、
食
料
品
の
消
費
減
税

を
巡
る
社
会
保
障
国
民
会
議
で

の
議
論
の
紛
糾
が
あ
る
と
み
ら

れ
る
。
建
議
公
表
の
同
日
に
開

か
れ
た
実
務
者
会
議
で
は
、
懸

案
の
消
費
減
税
等
の
財
源
確
保

策
に
つ
い
て
考
え
方
が
示
さ
れ

た
。
し
か
し
来
年
度
予
算
を
編

成
す
る
年
末
に
か
け
て
決
め
る

と
し
て
、
事
実
上
の
先
送
り
す

る
内
容
に
野
党
か
ら
批
判
が
相

次
い
だ
。
自
民
党
が
目
標
と
し

て
い
た
６
月
中
の
取
り
ま
と
め

は
見
送
ら
れ
る
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。

　

政
府
は
６
月
２５
日
、
経
済
財

政
諮
問
会
議
で
「
骨
太
の
方
針

２
０
２
６
」の
骨
子
案
を
提
示
。

項
目
の
一
つ
に
「
成
長
型
経
済

に
合
わ
せ
た
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
」
を
盛
り
込
ん
だ
。

の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
」
に
数
値
目
標

の
導
入
を
維
新
が
提
案
。
医
療

給
付
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
２
０

３
０
年
代
半
ば
ま
で
の
で
き
る

限
り
早
い
時
期
に
、
５
％
台
に

引
き
下
げ
る
べ
き
だ
と
し
た
。

な
お
、
今
年
度
予
算
ベ
ー
ス
だ

と
医
療
給
付
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

は
６
・
４
％
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
１
％
は

６
・
５
兆
円
の
た
め
少
な
く
と

も
３
兆
円
規
模
の
削
減
と
な

る
。
こ
の
提
案
に
自
民
党
議
員

は「
唐
突
な
提
案
」、「
目
標
数
値

の
根
拠
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど

と
強
く
反
発
。
翌
週
２５
日
の
協

議
で
維
新
は
数
値
目
標
を
一
旦

取
り
下
げ
た
も
の
の
、
年
内
に

決
定
す
べ
き
と
要
求
。
自
民
は

慎
重
な
構
え
を
崩
さ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
薬
価
流
通
政

策
研
究
会
は
１９
日
、
社
会
保
障

負
担
率
の
上
限
設
定
は
「
社
会

保
障
の
在
り
方
に
な
じ
ま
な

い
」
と
問
題
視
。
共
同
代
表
の

武
田
俊
彦
氏
（
元
厚
労
省
医
政

局
長
）
は
「
負
担
率
の
抑
制
を

先
に
決
め
る
と
、
必
要
な
給
付

　

建
議
で
は
、
社
会
保
障
負
担

率
（
国
民
所
得
に
対
す
る
社
会

保
険
料
負
担
の
割
合
）
を
「
着

実
に
引
き
下
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
し
、
数
値
目
標
と
年

限
を
掲
げ
、
工
程
表
を
作
成
す

べ
き
と
し
た
。

　

高
齢
者
の
窓
口
負
担
に
つ
い

て
は
、
７０
歳
以
上
の
窓
口
負
担

は
可
及
的
速
や
か
に
原
則
３
割

と
し
、
工
程
表
を
作
成
す
べ
き

と
言
及
。
外
来
特
例
も
廃
止
す

べ
き
と
し
た
。
一
定
の
経
過
措

置
は
設
け
る
と
し
て
も
、「
新

た
に
７５
歳
以
上
と
な
っ
た
方
々

の
負
担
割
合
は
７４
歳
ま
で
の
負

担
割
合
の
ま
ま
維
持
」
を
例
に

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
見
直
し
を
求

め
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
▽
診
療
所
を
含

め
た
外
来
機
能
は
集
約
す
べ

き
、
▽
医
療
法
人
に
よ
る
業
務

範
囲
の
拡
大
を
検
討
す
る
際
に

は
「
概
算
経
費
率
」
利
用
な
ど

の
税
制
上
の
特
例
措
置
の
在
り

方
を
検
討
す
る
、
▽
窓
口
業
務

の
保
険
給
付
外
サ
ー
ビ
ス
化
を

検
討
す
べ
き
―
な
ど
と
し
た
。

オン資訴訟控訴審が結審

閉院余儀なく、思いを陳述
9月16日に判決

　

東
京
高
裁
は
６
月
１０
日
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
不
存

在
確
認
等
請
求
訴
訟
」
の
控
訴

審
、
第
３
回
口
頭
弁
論
を
開
催

し
た
。
原
告
や
傍
聴
者
な
ど
８８

名
が
出
席
し
、
神
奈
川
か
ら
藤

田
理
事
の
他
、
事
務
局
５
名
が

参
加
し
た
。

　

原
告
側
は
、
一
審
判
決
の「
健

保
法
７０
条
１
項
は
資
格
確
認
の

方
法
な
ど
も
厚
生
労
働
省
令
に

委
任
し
て
い
る
」
と
の
判
決
に

対
し
て
、
法
文
の
「
担
当
」
と

い
う
文
言
に
、
遵
守
が
必
要
な

事
項
の
対
象
を
広
げ
る
特
別
な

意
味
や
効
果
は
な
い
と
主
張
。

さ
ら
に
は
２
０
２
３
年
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
改
正
の
際
も
医
療

機
関
へ
の
義
務
規
定
が
置
か
れ

て
お
ら
ず
、
法
的
な
根
拠
を
欠

い
て
い
る
と
し
た
。
そ
の
他
マ

イ
ナ
ト
ラ
ブ
ル
が
継
続
し
て
い

る
現
状
や
、
オ
ン
資
義
務
化
に

よ
り
閉
院
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
医
療
機
関
か
ら
の
陳
述
書

な
ど
も
提
出
。
国
側
か
ら
新
た

な
準
備
書
面
・
証
拠
は
提
出
さ

れ
ず
、
今
回
の
口
頭
弁
論
で
控

訴
審
は
結
審
し
た
。

　

報
告
集
会
で
は
喜
多
村
弁
護

団
長
が
挨
拶
に
て
、
判
決
ま
で

３
カ
月
の
時
間
を
取
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
吟
味
さ
れ
た
判
決
を

期
待
す
る
と
し
、
ど
ち
ら
が
勝

っ
て
も
最
高
裁
に
上
告
と
な
る

流
れ
と
な
る
見
通
し
を
示
し

た
。
判
決
は
９
月
１６
日
に
示
さ

れ
る
。

　

医
療
情
報
部
は
６
月
１９
日
、

「
厳
格
な
安
全
性
の
仕
組
み
を

無
意
味
化
し
、
市
民
の
安
全
な

暮
ら
し
を
脅
か
す
個
人
情
報
保

護
法
改
定
案
に
反
対
す
る
」
と

題
し
た
談
話
を
、
藤
田
医
療
情

報
部
長
名
で
発
表
（
３
面
）
。

マ
ス
コ
ミ
や
法
曹
関
係
者
、
友

誼
団
体
な
ど
に
送
付
し
た
。

　

談
話
で
は
、
病
歴
な
ど
の「
要

配
慮
個
人
情
報
」
を
本
人
の
同

意
な
し
に
取
得
・
第
三
者
提
供

で
き
る
と
す
る
改
定
案
を
問
題

視
。
事
前
の
公
的
チ
ェ
ッ
ク
が

な
い
こ
と
や
同
意
不
要
の
判
断

基
準
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
事
業
者
の
恣
意
的
な

運
用
を
防
ぎ
き
れ
ず
、
悪
用
さ

れ
れ
ば
差
別
や
強
盗
・
詐
欺
な

ど
の
犯
罪
に
つ
な
が
る
危
険
性

が
極
め
て
高
く
な
る
と
指
摘
し

　

高
齢
者
の
窓
口
負
担
は
可
及
的
速
や
か
に
原
則
３
割
に
す
べ
き
、
社
会
保

障
負
担
率
引
き
下
げ
へ
数
値
目
標
を
掲
げ
る
べ
き
―
。
財
務
省
・
財
政
制
度

等
審
議
会
は
６
月
２６
日
、
取
り
ま
と
め
に
盛
り
込
ん
だ
。
維
新
も
自
民
党
と

の
協
議
体
で
類
似
の
主
張
を
展
開
し
て
お
り
、
自
民
党
内
や
医
療
界
か
ら
は

反
発
や
慎
重
意
見
が
上
が
っ
て
い
る
。
な
お
、
経
済
財
政
の
運
営
方
針
「
骨

太
の
方
針
２
０
２
６
」
は
７
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

在宅医療・介護セミナー在宅医療・介護セミナー

有事の優先タスクを可視化有事の優先タスクを可視化
まずは業務影響分析からまずは業務影響分析から

　地域医療対策部は5月30日、「地域BCPのス

スメ」をテーマに第34回在宅医療・介護セミ

ナーを協会会議室とWEB併用で開催。県およ

び県内全市町村、40団体に名義後援をいただ

き、医療職・介護職ら160名が参加した。

　一般社団法人コミュニティヘルス研究機構 

機構長・理事長で、厚労省のBCP関連事業・研

究等にも深く携わる山岸暁美氏を講師に迎え

た。氏はBCP（業務継続計画）の策定手法として、オールハザード・

アプローチのもと、「機関型」、「連携型」、「地域型」の3つの視点の

重要性を示したほか、厚労省が公開するExcelツールを用いた業務

影響分析（BIA）による優先タスクの可視化など具体的に解説した。

最後に、BCPの本質は平時から対応の選択肢を多く持つことであり、

その備えのプロセスは地

域包括ケアシステムの構

築に直結すると結んだ。

講師の山岸氏


